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入した。さらに細胞から RNA を抽出後、RT－PCR 法を用い、スプライシングに影響を及ぼす領域を調べた。さ
らに、効果の見られた配列を pSPL3b に移し換え、スプライシングに対する効果を確認した。またその配列の






















これは従来の単純 hairpin 構造 model とは異なる dual hairpin model であり、これまで説明することがで
きなかった下流領域にある変異までを包括的に説明することができるようになった。 
 以上の研究は、認知症発症機構の１つであるタウ遺伝子のエクソン10スプライシング分子機構についての新
規な制御機構を提唱するものであり、今後この領域の研究に寄与するものと考えられた。 
 よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
